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１．目的  

 コンクリート構造物の耐久性は、主に塩化物イオン、二酸化炭素、水分、酸素など劣化因子の物質移動抵抗

性に依存するため、耐久性を確保するためにはかぶりコンクリートの品質が重要となる。現在、構造体コンク

リートの品質はフレッシュ状態での品質試験や供試体の圧縮強度等によって確認している。しかし、構造体の

品質はや打設方法、養生等の影響を受け、またコンクリートのフレッシュ性能に応じて施工の影響の受けやす

さは異なると考えられる。かぶりコンクリートの密実性に代表される品質を実構造物で直接評価できれば、耐

久性評価に有効である。この一つとして、非破壊で測定できる表面透気試験があり、その有効性の検討等が行

われている 1)。本実験では、構造体かぶりコンクリートの品質に及ぼす、締固め、配筋、養生等の影響程度を

把握するための基礎資料を得ることを目的に、各条件を変化させた実物大試験体を作製して表面透気試験を実

施した。 
２．実験概要  

図-1 に試験体の概要、表-1 に実験条件を示す。試験体の寸
法は断面 0.9×0.9×高さ 1.2mであり、型枠には合板化粧型枠
を使用した。また、一部の面には縦方向鉄筋 D22を 80mmピ
ッチ、横方向鉄筋 D16 を 125mm ピッチの配筋を設置した。
コンクリート打設は外気温 8～12℃、コンクリート温度 13～
18℃の条件で行い、実際の標準的な施工条件を考慮し、ポンプ
圧送により 1層 40cm程度で打ち込み、φ50mmの高周波バイ
ブレータを用いて締固め時間 15 秒程度を基本として締め固め
た。また、打継ぎ間隔は 20分から 1時間であり、締固め条件
の比較として 45秒締固めた試験体を作製した。養生日数は 1、
5、9、28 日とし、型枠脱型後については自然環境下（神奈川
県相模原市内）に暴露した。 
表-2 にコンクリートの基本品質、図-2 にブリーディ

ング試験結果を示す。コンクリートは 24-8-20 のレデ
ィーミクストコンクリートであり、セメントの種類を

普通ポルトランドセメント（N）、および高炉セメント
B種（BB）の 2種類を使用した。なお、24-8-20Nは
１、2層目と 3層目はアジテーター車が異なる。 
 表面透気性については、Torrent 法 2)に基づく二重

チャンバー方式の表面透気試験器を用いて透気係数

を算出した。試験材齢は 28 日とし、各試験面に対し
て試験体の上段、中段、下段でそれぞれ 3点、計 9点
を測定した。 

表-2 コンクリートの基本品質 
種類 採取 

位置 
Slump 
（cm） 

Air 
（%） 

圧縮強度

(N/mm2) 
荷卸 6.5 4.9 33.9 24-8-20N 

(1台目) 筒先 6.0 3.5 396 
荷卸 10.0 4.7 30.1 24-8-20N 

(2台目) 筒先 9.0 3.4 35.5 
荷卸 3.1 3.1 34.1 24-8-20BB
筒先 2.7 2.7 38.1 

表-1 実験条件 
要因 水準 
締固め 10秒、45秒（各 4箇所） 
養生日数 1日、5日、9日、28日 

養生方法 せき板残置、湿潤マット、シート

キーワード かぶりコンクリート、構造体、透気係数、品質変動、施工条件 

連絡先   〒150-8340 渋谷区渋谷 1-16-14 東急建設株式会社土木技術部 TEL：03-5466-5320 
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３．実験結果 

 図-3に、材齢 5日で脱枠した場合の表面透気試験の結果を示す。
ここで各プロットは、上・中・下段それぞれ 3点の平均値である。
セメントの種類で比較すると、BB を用いたコンクリートのほう
が Nを用いたものより、透気係数は総じて大きくなった。図-2に
示すように、BB使用のコンクリートは Nよりブリーディングが
大きく、透気係数が異なる傾向を示した一要因と考えられる。ま

た、コンクリート標準示方書では、セメントの種類毎に湿潤養生

期間の標準が示されており、混合セメント B種は Nより標準養生
期間が 2日ほど長く設定されている。図-3の養生条件はセメ
ントの種類によらず同一であり、BB 使用の場合に透気係数
が大きい傾向を示したことに影響していると思われる。 
配筋の影響については、無筋の特に締固め時間 15 秒では

中、下段より上段のほうが透気係数は大きくなる傾向を示し

たが、配筋がある面では明確な傾向は認められなかった。ま

た、締固め時間 15秒より 45秒間締め固めたほうが、透気係
数は概ね小さくなる傾向を示した。今回使用したスランプ

8cm程度のコンクリートでは、締固め時間を長くすることで
透気係数は小さくなり、かぶりコンクリートを緻密にする最

適な締固め時間は、圧縮強度を指標とした場合と異なる可能

性があることを示唆していると思われる。 
図-4に養生方法と透気係数の関係について示す。養生日数

が大きいほど透気係数は小さくなる傾向が認められ、今回用

いた透気性試験によって養生期間の影響を評価できることが

確認された。なお、28 日養生の含水率は 7.4%であり、他の
養生条件の含水率 5%程度より大きく、測定結果に及ぼしてい
る可能性がある。今後、含水率が一定となった段階で検証す

るとともに、表面透気試験を用いて実構造物を評価するとき

の試験材齢の影響等に対して検討を加えていく必要がある。。 
４．まとめ  

 本研究では、セメントの種類や施工条件を変化させた実物

大試験体を作製し、締固め時間、養生条件がかぶりコンクリ

ートの品質に影響することが確認された。今後もデータを蓄

積し、施工条件等がかぶりコンクリートの品質に及ぼす影響

に関する検討を進めていきたいと考えている。 
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・1、5日：脱枠後、暴露

・9日-1：1日脱枠後、8日間湿潤マット　　　※表面含水率

・9日-2：5日脱枠後、4日間湿潤マット　　　　　　：静電容量法

・28日：5日脱枠後、23日間ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ養生
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